
(57)【要約】

【目的】マウスの代替品で、しかも携帯に適する小型装

置（＂パネル＆ボタン＂と名付ける）を開発すること。

その操作法はマウスなみに簡単であること。

【構成】本発明のパネル＆ボタンは、ボタン付きのタッ

チパネルで構成される。この装置がパソコンに及ぼす基

本的作用は、マウスの作用と同じものである。このパネ

ル＆ボタンを用いて画面上のポインタを動かすには、付

属のペンをタッチパネル上の任意の位置に接触させ、画

面上の動かしたい方向へ線を引く。マウスのクリックに

相当する効果を得るには、パネル＆ボタンのボタンを押

す。クリックの仕様は、ボタンのタッチ一回でクリック

入（マウスではボタンを押し下げたままの）状態とな

り、再度のタッチでクリック完了（マウスではボタンを

もとに戻した）状態となるように設計する。　付属ボタ

ンの数に制限はなく、パネルと分離できる。新ボタンと

タッチパネルの組み合わせにより、従来のポインティン

グデバイスにはなかった新機能を実現できる。　　　　
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【特許請求の範囲】

【請求項１】　機能的にはマウスの代替品で、その操作

法はマウスなみに簡単で、且つ、携帯に適するように小

型化が可能な、タッチパネル部とボタン部から構成され

ている装置の実現方式。（この装置を＂マウスキラー＂

と名付ける。）

【請求項２】　マウスキラーを組み込んだ携帯用パソコ

ン、及び、それに類する携帯用情報端末。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明は、パソコンの入力機器で

あるマウスの代替品に関する。

【０００２】

【従来の技術】従来のパソコンでは、入力の機能を実現

するために、キーボード、マウス等を使用していた。特

に、最近はアイコン等のＧＵＩの流行と共に、マウスが

不可欠の入力機器として定着してきている。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】最近のパソコン本体は

携帯用に小型化が進んでいる。しかるに、同時に携帯す

べきマウスの方は、その形態上、ある一定以上の小型化

は不可能である。特に、操作性の観点から見た場合、二

次元的な平たいマウスは存在し得ない。

【０００４】しかし、携帯することを考慮すれば、三次

元的な厚みのあるマウスよりも、できるだけ平たい二次

元的な機器のほうが便利であることは明白である。

【０００５】さらに、デスクトップで使用する場合で

も、その操作性がマウスよりも優れている機器ならば、

マウスの代わりに使用され得る可能性は大きい。特に、

従来のマウスにはない機能を兼ね備えている場合は、な

おさらであろう。

【０００６】本発明は、機能的にはマウスの果たす役割

と同等以上であるが、その形状、及び使用法がまったく

異なる入力方式を提案することを目的としている。

【０００７】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため

に、パソコンの画面とは独立した、ボタン付きのタッチ

パネルを採用する。このタッチパネルはほぼ正方形であ

り、縦横の大きさは、用途によって異なり得るものとす

る。当然、携帯用は据え置き用よりも小型になる。（例

えば、５ｃｍ×５ｃｍ程度で十分使用できる。）薄さは

薄いほど良い。本発明の汎用性を保持するために、付属

ボタンの数及び位置は別に特定しない。例えば、（マウ

スのように）タッチパネルの上部に２個並べるのを標準

仕様としておこう。これを、通常マウスが置かれている

位置（キーボード周辺）に置く。そして、この装置はマ

ウスのようにパソコン本体に接続されるものとする。

【０００８】この装置（以後、＂マウスキラー＂と呼

ぶ。）がパソコン本体に及ぼす基本的作用は、マウスの

作用と同じものであるとする。すなわち、画面上のポイ

ンターを移動させ、クリックすることによりパソコンに

働きかける。この点が、従来のワープロ等で採用されて

いる、直接画面にタッチして指示する機能とは根本的に

異なる点である。

【０００９】

【作用】マウスキラーには（マウスのように）上下左右

の区別がある。この上下左右は、パソコン画面の上下左

右と整合させて置く。

【００１０】このマウスキラーを用いて画面上のポイン

ターを動かすには、付属のペンをマウスキラーのタッチ

パネル上の任意の位置に接触させ、画面上の動かしたい

方向へマウスキラー上で線を引く。マウスキラーは画面

と比較して小さいから、ペンの少しの移動でポインター

は大きく動く。注意してほしいのは、（タッチに注意が

必要なペン入力の場合とは異なり、）パソコン画面上の

ポインターの位置とは無関係に、マウスキラー上の任意

の位置からペンを使用開始できる点である。（これらの

効果はマウスの効果と同様である。）なお、付属のペン

は、程よい大きさのもので、その素材は何でもよい。例

えば、プラスチック製でよい。

【００１１】マウスのクリックはマウス上のボタンを押

すことで実行されたが、マウスキラーでクリックを実行

するにも、マウスキラーのボタンを押す。ボタンの操作

は大筋でマウスボタンの操作と同じとする。これによ

り、マウスに慣れ親しんでいるユーザは、何の違和感も

感じず、すぐにマウスキラーを使用できる。但し、マウ

スの場合は片手でクリックしたまま移動できたが、マウ

スキラーの場合は、その構造上クリックとポインターの

移動は同時に実行できない。この点を解決するために様

々な仕様が考案できよう。例えば、ボタンのタッチ一回

でマウスのクリック状態となり、再度のタッチでクリッ

ク解除状態となるように設計する。この仕様の場合、マ

ウスでのダブルクリックと同じ効果をマウスキラーで得

るためには、同じボタンを三回タッチすればよいことに

なる。また別の仕様としては、クリックボタンと解除ボ

タンの二つのボタンを使用するように設計することもで

きよう。この仕様の場合、ダブルクリックはクリックボ

タン＋解除ボタン＋クリックボタンで実行できる。本発

明はマウスキラー概念の汎用性を保持するために、具体

的なボタン操作仕様の決定はしない。（なお、当たり前

のことであるが、ボタンはペンで押せる。）

【００１２】このボタンは、必ずしもタッチパネル本体

に付属設置される必要はない。つまり、タッチパネルと

は独立にボタンだけの小さな装置をキーボードの反対側

に置いて、両手で操作することも可能である。また、キ

ーボード中にマウスキラー専用のボタンを設けてもよか

ろう。

【００１３】マウスキラーのボタンはマウスのボタンよ

りも多く設置できる。これにより、従来はマウスとキー

ボードの操作との組み合わせで実行されていたような機
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能（例えば、文字列の移動など）は総て、マウスキラー

のみで実行できるように設計可能となる。

【００１４】この特許は方式特許であり、ハードウェア

としてのマウスキラーの具体的な実現法は特定しない。

例えば、タッチパネルの代わりに、不透明なパネルなど

を採用してもマウスキラーは実現できよう。要は、マウ

スのボールによる方向制御をマウスキラーのパネルとペ

ンによる方向制御に変換するのが主なアイデアである。

また、ペンの代わりに、尖った爪を利用してパネル上で

線引きをしても、（タッチパネルの精度にもよるが）基

本的には同様の効果が得られよう。敢えて技術的な課題

をあげれば、マウスキラーをどれだけの薄さにできるか

という点であろう。

【００１５】

【実施例】実施例について図面を参照して説明すると、

図１はボタン付属式マウスキラーの一例である。ボタン

の数は通常のマウス同様２個のタイプとする。

【００１６】図２は、ノートブックパソコン本体に内蔵

されていたマウスキラーが引き出されて使用可能な状態

になった様子である。つまり、マウスキラーはマウスと

違って、パソコン本体や携帯情報端末に内蔵可能であ

る。

【００１７】図３は、タッチパネルとボタンとが独立式

になったタイプのマウスキラーの一例である。パネルと

ボタンはキーボードの両側に分離して置かれている。な

お、このタイプのマウスキラーボタンは、配線上、キー

ボードに接続されるものとする。

【００１８】

【発明の効果】本発明は、以上説明したように構成され

ているので、以下に記載されるような効果を奏する。

【００１９】マウスと比較して、携帯が便利である。特

に、パソコン本体に内蔵できる点は最大の長所である。

【００２０】タッチパネルとボタンを独立させることに

より、マウスキラーを両手で操作することができる。特

に、従来マウスとキーボードとの組み合わせで実行して

いた機能は総て、マウスキラーのボタン数を増やすこと

により、マウスキラーのみでより簡単に実行可能とな

る。

【００２１】マルチメディアの時代であり、パソコン上

で描画する機能は必要不可欠の要素になってきている。

従来、この機能はマウスを用いてなされていた。しか

し、手書きの絵を描画する場合、マウスのボールの回転

の非精密性により、結果の画像にいま一つ満足できない

ような場合があった。しかし、デスクトップ用の、ある

程度の大きさのマウスキラーを用いて描画する場合、結

果の画像は比較的満足できる出来栄えになる。少なくと

も、マウスよりはましであり、画面上に直接ペンで描く

よりも描きやすいことは明白である。

【００２２】タッチパネルという装置の性質とボタンの

数次第で、マウスにはなかった新しい機能をマウスキラ

ーを用いて実現することも可能である。例えば、ある種

のゲームソフトの新制御法などは有望であろう。具体的

な新機能は別の特許になる。

【００２３】キーボード付きのパームトップパソコンは

キーボードボタンが小さすぎて、キーボードを押すのに

最初からペンが必要な場合がある。このような場合、ペ

ンを手放す手間が省ける。

【図面の簡単な説明】

【図１】標準仕様のマウスキラーの外観である。

【図２】ノートブックパソコン内蔵式マウスキラーが、

本体から引き出された様子である。

【図３】ボタン分離式マウスキラーがパソコンのそばに

設置された例である。キーボードの右側にタッチパネル

部が、左側にボタン部が配置されている。

【符号の説明】

１　ボタン部

２　タッチパネル部

３　専用ペン

【図１】 【図２】 【図３】
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【手続補正書】

【提出日】平成８年４月１９日

【手続補正１】

【補正対象書類名】明細書

【補正対象項目名】全文

【補正方法】変更

【補正内容】

【書類名】　明細書

【発明の名称】　パネル＆ボタン

【特許請求の範囲】

【請求項１】　機能的にはマウスの代替品で（つまり、

マウス以上の能力を有し）、その操作法はマウスなみに

簡単で、且つ、携帯に適するように小型化が可能な、タ

ッチパネル部とボタン部から構成されている汎用ポイン

ティングデバイスの実現方式。（この装置を＂パネル＆

ボタン＂と名付ける。）

【請求項２】　パネル＆ボタンを組み込んだ携帯用パソ

コン、及び、それに類する携帯用情報端末。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明は、パソコンの入力機器で

あるマウスの代替品に関する。

【０００２】

【従来の技術】従来のパソコンでは、入力の機能を実現

するために、キーボード、マウス等を使用していた。特

に、最近はアイコン等のＧＵＩの流行と共に、マウスが

不可欠の入力機器として定着してきている。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】最近のパソコン本体は

携帯用に小型化が進んでいる。しかるに、同時に携帯す

べきマウスの方は、その形態上、ある一定以上の小型化

は不可能である。特に、操作性の観点から見た場合、二

次元的な平たいマウスは存在し得ない。しかし、携帯す

ることを考慮すれば、三次元的な厚みのあるマウスより

も、できるだけ平たい二次元的な機器のほうが便利であ

ることは明白である。

【０００４】このような事実から、マウスの代替装置

で、小型且つ二次元的なポインティングデバイスが最近

開発されてきており、中には携帯用パソコンに最初から

組み込まれている装置もある。特に、＂グライドポイ

ン＂は今からしばらくは主流になることを予感させる機

能性を有する装置であろう。しかし、グライドポイント

はポインタ移動の精密性という観点から見た時、（＂指

先＂で操作をするせいで）マウスを凌ぐ性能は原理上有

し得ない。つまり、マウスを用いてパソコン画面上で図

形を描く時に感じた、あの＂もどかしさ＂は解消されて

ない。新しいポインティングデバイスでは、できればこ

の点を改良したい。さらに、グライドポイントの新機能

である＂タッピング＂は、かえってグライドポイントの

欠点になる可能性を秘めている。つまり、キーボードを

操作した後、急いでポインタの移動を行おうとすると、

ついつい「力をいれてグライドポイントをなぞる」こと

になる。その結果、意図せずにクリックをしてしまう恐

れがある。できれば、このような欠点はなくしたい。

【０００５】さらに、新種のポインティングデバイスを

デスクトップで使用する場合でも、その操作性がマウス

よりも優れている機器ならば、マウスの代わりに使用さ

れる可能性は大きい。特に、従来のマウスにはない機能

を兼ね備えている場合は、なおさらであろう。

【０００６】本発明は、機能的にはマウスの果たす役割

と同等以上であるが、その形状、及び使用法が異なる入

力方式を提案することを目的としている。

【０００７】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため

に、パソコンの画面とは独立した、ボタン付きのタッチ

パネルを採用する。このタッチパネルはほぼ正方形であ

り、縦横の大きさは、用途によって異なり得るものとす

る。当然、携帯用は据え置き用よりも小型になる。薄さ

は薄いほど良い。本発明の汎用性を保持するために、付

属ボタンの数及び位置は別に特定しない。例えば、（マ

ウスのように）タッチパネルの上部に２個並べるのを標

準仕様としておこう。これを、通常マウスが置かれてい

る位置（キーボード周辺）に置く。そして、この装置は

マウスのようにパソコン本体に接続されるものとする。

【０００８】この装置（以後、＂パネル＆ボタン＂と呼

ぶ。）がパソコン本体に及ぼす基本的作用は、マウスの

作用と同じものであるとする。すなわち、画面上のポイ

ンタを移動させ、クリックすることによりパソコンに働

きかける。この点が、従来のワープロ等で採用されてい

る、直接画面にタッチして指示する機能とは根本的に異

なる点である。

【０００９】

【作用】パネル＆ボタンには（マウスのように）上下左

右の区別がある。この上下左右は、パソコン画面の上下

左右と整合させて置く。

【００１０】このパネル＆ボタンを用いて画面上のポイ

ンタを動かすには、付属のペンをタッチパネル上の任意

の位置に接触させ、画面上の動かしたい方向へ線を引

く。パネル＆ボタンは画面と比較して小さいから、ペン

の少しの移動でポインタは大きく動く。注意してほしい

のは、パソコン画面上のポインタの位置とは無関係に、

パネル＆ボタン上の任意の位置からペンを使用開始でき

る点である。（これらの効果はマウスやグライドポイン

トの効果と同様である。）なお、付属のペンは、程よい

大きさのもので、その素材は何でもよい。例えば、プラ

スチック製でよい。

【００１１】マウスのクリックはマウス上のボタンを押

すことで実行されたが、パネル＆ボタンでクリックを実

行するにも、パネル＆ボタンのボタンを押す。ボタンの
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操作は大筋でマウスボタンの操作と同じとする。これに

より、マウスに慣れ親しんでいるユーザは、何の違和感

も感じず、すぐにパネル＆ボタンを使用できる。但し、

（ペンを用いるという性質上）ボタンのタッチ一回でク

リック入（マウスで言えば、ボタンを押し下げた）状態

となり、再度同じボタンをタッチすることでクリック完

了（マウスで言えば、ボタンをもとに戻した）状態とな

るように設計する。この仕様の場合、マウスでのダブル

クリックと同じ効果をパネル＆ボタンで得るためには、

同じボタンを四回タッチすればよいことになる。またド

ラッグはボタン＋パネル上の移動＋ボタンで実現され

る。（なお、当たり前のことであるが、ボタンはペンで

押せる。）

【００１２】このボタンは、必ずしもタッチパネル本体

に付属設置される必要はない。つまり、タッチパネルと

は独立にボタンだけの小さな装置をキーボードの反対側

に置いて、両手で操作することも可能である。また、キ

ーボード中にパネル＆ボタン専用のボタンを設けてもよ

かろう。

【００１３】パネル＆ボタンのボタンはマウスのボタン

よりも多く設置できる。これにより、従来はマウスとキ

ーボードの操作との組み合わせで実行されていたような

機能（例えば、文字列の移動など）は総て、パネル＆ボ

タンのみで実行できるように設計可能となる。

【００１４】この特許は方式特許であり、ハードウェア

としてのパネル＆ボタンの具体的な実現法は特定しな

い。例えば、タッチパネル部は電子手帳のように、液晶

のフラットディスプレイに基づくパネルで実現できる。

また、それほど高機能化しない場合には、グライドポイ

ントやＣＧタブレットのように不透明パネルを用いても

よい。要は、マウスのボールによる方向制御をパネルと

ペンによる方向制御に変換し、且つその他の便利な諸機

能を付与しようというのが主なアイデアである。

【００１５】

【実施例】実施例について図面を参照して説明すると、

図１はボタン付属式パネル＆ボタンの一例である。ボタ

ンの数は通常のマウス同様２個のタイプとする。

【００１６】図２は、ノートブックパソコン本体に内蔵

されていたパネル＆ボタンが引き出されて使用可能な状

態になった様子である。つまり、パネル＆ボタンはマウ

スと違って、（グライドポイントのように）パソコン本

体や携帯情報端末に内蔵可能である。

【００１７】図３は、タッチパネルとボタンとが独立式

になったタイプのパネル＆ボタンの一例である。パネル

とボタンはキーボードの両側に分離して置かれている。

なお、このタイプのパネル＆ボタンのボタンは、配線

上、キーボードに接続されるものとする。

【００１８】

【発明の効果】本発明は、以上説明したように構成され

ているので、以下に記載されるような効果を奏する。

【００１９】マウスと比較して、携帯に便利である。特

に、パソコン本体に内蔵できる点は最大の長所である。

【００２０】タッチパネルとボタンを独立させることに

より、パネル＆ボタンを両手で操作することができる。

特に、従来マウスとキーボードとの組み合わせで実行し

ていた機能は総て、パネル＆ボタンのボタン数を増やす

ことにより、パネル＆ボタンのみでより簡単に実行可能

となる。

【００２１】マルチメディアの時代であり、パソコン上

で描画する機能は必要不可欠の要素になってきている。

従来、この機能はマウスを用いてなされていた。しか

し、手書きの絵を描画する場合、マウスのボールの回転

の非精密性により、結果の画像にいま一つ満足できない

ような場合があった。しかし、デスクトップ用の、ある

程度の大きさのパネル＆ボタンを用いて描画する場合、

結果の画像は比較的満足できる出来栄えになる。少なく

とも、マウスよりはましであり、画面上に直接ぺンで描

くよりも描きやすいことは明白である。従来の描画専用

装置であるＣＧタブレットと比較しても、性能的には遜

色がなかろう。

【００２２】タッチパネルという装置の性質とボタンの

数次第で、マウスやＣＧタブレットにはなかった新しい

機能をパネル＆ボタンを用いて実現することも可能であ

る。例えば、ある種のゲームソフトの新制御法などは有

望であろう。具体的な新機能は別の特許になるが、その

特徴として「新ボタンを押すことにより、タッチパネル

自体に（パソコン画面と連動した）何等かの情報を表示

し、これをペンで操作するように（ソフトウェアを構

築）できる」という点がある。しかし、この点は改めて

指摘しなくても、（例えば、電子手帳等で採用されるこ

とにより世の中でポピュラーに存在することになった、

液晶フラットディスプレイに基づく）タッチパネルとい

う装置の基本的性質から、当業者が直接的かつ一義的か

つ自然に導き出せる事項であろう。（それゆえ、特許請

求の範囲に独立した請求項として表示してはいない。）

この際、ペンで操作する点は本質的である。小さなパネ

ル上で小さく表現された個々の情報は、（例えばグライ

ドポイントのように、）指では正確に指示できない。こ

の点は、電子手帳等を想起すれば納得できよう。

【００２３】キーボード付きのパームトップパソコンは

キーボードボタンが小さすぎて、キーボードを押すのに

最初からペンが必要な場合がある。このような場合、ペ

ンを手放す手間が省ける。

【図面の簡単な説明】

【図１】標準仕様のマウスキラーの外観である。

【図２】ノートブックパソコン内蔵式マウスキラーが、

本体から引き出された様子である。

【図３】ボタン分離式マウスキラーがパソコンのそばに

設置された例である。キーボードの右側にタッチパネル

部が、左側にボタン部が配置されている。
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【符号の説明】

１　ボタン部

２　タッチパネル部

３　専用ペン


